
COP28 
バイオマスチーム活動報告

再エネ3倍に合意
−私たちが求める
再エネとは

FoE Japan 気候変動・バイオマス担当
ヒル・ダリア・エイミー



バイオマス発電の主な問題点
①火力発電である

②燃料生産のため「炭素の貯
蔵庫」である森林を伐採

③地域住民への影響

⑤カーボンニュートラルでは
ない

⑥エコじゃないバイオマス発
電を認定するFIT制度

⑦石炭火力の延命

④輸入燃料への依存・急増



石炭火力による
バイオマス混焼

• 大手電力の石炭火力の約半数に

あたる31基が混焼実施（2019

年度実績）

• 省エネ法では、石炭火力の高効

率化を着実に促進するための規

制的措置として、バイオマス燃

料を混焼することで発電効率を

上げたとみなすことを容認

出典：
資源エネルギー庁

石炭火力検討ワーキンググループ
（2021年4月23日）
「中間取りまとめ概要」



COP28での活動

EPN Biomass Action Network（NGOの国際ネットワーク）の主な目標：

• 再生可能エネルギー国際目標に大規模バイオマスの増加が含まれないよう求
める

• 石炭火力発電の排出削減対策にバイオマス混焼を含めないように求める。公
的支援として東南アジアでバイオマス混焼が進められる流れにも反対

• “Go Beyond Burning”（燃料・燃焼による発電から脱する）のメッセージの
もと、再エネ・化石燃料キャンペーナーとの協力を深める

• バイオマスによる人権侵害を訴える（燃料生産地での土地収奪、燃料生産工
場・発電所による大気汚染や健康被害など）



COP28での活動 − サイドイベント（12月6日）
「『公正な移行』の失敗−大規模バイオマス発電による人権への影響」



サイドイベント「『公正な移行』の失敗−
大規模バイオマス発電による人権への影響」

• バイオマスNGOの国際ネットワークが開催
• バイオマス発電に伴い、木質ペレットやパーム油などの生産によ
る土地収奪や、燃料生産工場・発電所からの大気汚染・健康被害

が世界各地の地域コミュニティで発生してきた

• トーゴやチリ、インドネシア、米国からの登壇者が「このような
事例は気候正義に反する」と訴えた

• 今後のバイオマス発電の拡大は人権侵害や環境破壊をさらに加速
させる危険性があることを指摘



インドネシア

パームプランテーションのために森林伐採された土地

（写真: Photo by David Gilbert/RAN Flickr Creative Commons License 
https://news.mongabay.com/2016/02/video-series-aims-to-help-indigenous-groups-defend-against-land-grabbing/ ）



インドネシア・東カリマンタン

水田のすぐそばのパームプランテーション

（写真: CIFOR, CC BY-SA 2.0, via IFPRI Flicker 
https://www.eco-business.com/news/biofuel-land-grab-will-slash-natures-space/）



Katherine Egland（米国）
Co-founder,  Education, Economics, Environmental, 
Climate and Health Organization (EEECHO) 

● 貧しい有色人種が多く住む地域にペレット
工場が偏在している米国南東部から参加

● 「誤った気候変動対策のために企業は数十
億ドルもの補助金を得ている」

● 「米国南東部の地域コミュニティは、ペレ
ット工場からの有毒な化学物質排出による

大気汚染などの影響を受けるだけでなく、

気候変動に対しても最も脆弱である」



Beyrra Triasdian （インドネシア）
Trend Asia

● 「石炭火力発電所でバイオマス混焼を進
めれば、インドネシアの化石燃料使用の

延命になる」

● 「バイオマスはカーボンニュートラルで
はない。森林が炭素を吸収をするのに何

年もかかるのに、発電に使うならばそれ

が一瞬で燃えてしまう」



12月6日サイドイベント
記事掲載

しんぶん赤旗

2023年12月10日朝刊13面



COP28での活動 − 公式記者会見（12月8日）
「なぜ大規模バイオマスを再エネ国際目標に含めるべきではないのか？」



記者会見「なぜ大規模バイオマスを再エネ国際
目標に含めるべきではないのか？」

• 米国とトーゴからのスピーカー：バイオマスによる地域コミュニティ
の被害について訴えた

• Climate Action Network Internationalのエネルギーキャンペーナー：
「大規模バイオマスは再エネとは言えない」との世界の市民社会の立

場を表明

• 米国から参加した環境正義の活動家：米国における、バイオマス発電
とペレット工場による大気汚染について研究結果をもとに説明

記者会見のQRコード→



David Tong（ニュージーランド）
Oil Change International global industry campaign 
manager & Co-coordinator of the Energy working group of 
Climate Action Network International

● 「森林、特に原生林の木材を燃やして発電
することは再生可能ではない。再エネと呼

ぶべきは、地域コミュニティと自然に良い

影響をもたらすものであるはずだ」

● 「今年（2023年）、大規模バイオマス発
電に反対する断固としたポジションペーパ

ーを、CAN Internationalを通して世界の市
民社会は採択している」



Mustafa Santiago Ali（米国）
Executive Vice President of Conservation & Climate 
Justice at the National Wildlife Federation

● 「バイオマスはクリーンではない」
● 「700万人以上が大気汚染により早期死
亡しているなか、人間の健康を害する

数々の有害物質を大気に排出するバイオ

マス発電は、それをさらに悪化させるも

のだ」

● 「地域コミュニティの人々はバイオマス
発電所やペレット工場からの有害物質排

出にさらされ、がんや呼吸困難などの健

康被害を受ける」



バイオマス発電の主な問題点：

• 「カーボンニュートラル」「再生可能エネルギー」と捉
えられるべきではない

• 石炭以上にCO2を排出する
• それにもかかわらず、排出削減を謳ってバイオマス混焼
を石炭火力発電の延命のために利用

• バイオマス発電のための森林伐採は気候変動対策に役立
たない

• バイオマス燃料生産地での地域住民への人権侵害

Stop burning forests for energy! 



バイオマス発電の主な問題点

FoE Japan「バイオマス発電の７つの不都合な真実」https://foejapan.org/issue/20220628/7848/ 



バイオマス発電の主な問題点



バイオマス発電の主な問題点

FoE Japan「バイオマス発電の７つの不都合な真実」https://foejapan.org/issue/20220628/7848/ 



バイオマス発電の主な問題点

FoE Japan「バイオマス発電の７つの不都合な真実」https://foejapan.org/issue/20220628/7848/ 



バイオマス発電の主な問題点

FoE Japan「バイオマス発電の７つの不都合な真実」https://foejapan.org/issue/20220628/7848/ 



バイオマス発電の主な問題点

FoE Japan「バイオマス発電の７つの不都合な真実」https://foejapan.org/issue/20220628/7848/ 



バイオマス発電の主な問題点

FoE Japan「バイオマス発電の７つの不都合な真実」https://foejapan.org/issue/20220628/7848/ 



• 石炭火力によるバイオマス混焼にもFIT認定が与えられている（40件）

• うち36件は非効率石炭（亜臨界圧（Sub-c）/ 超臨界圧（SC））に該当する設備を含む

※混焼は2019年度以降のFIT新規認定の対象外となったが、既存案件は対象のまま。

→石炭火力に再エネ賦課金が支払われ、石炭火力の延命に

バイオマス発電の主な問題点


